












　

　

（２）中央ブロック
① 構想策定当時（平成14年度）の状況 ② 高知県水産物産地市場拠点化計画での構想

③ 現在（平成29年12月31日）の状況

構　想　概　要
拠点市場 なし
サブ市場 安芸、芸西、手結、赤岡、吉川、御畳瀬、春野町

○ 市場数は８市場
○ ほとんどの市場が比較的小規模で、特に吉川及び春野町は、いわししらすの不漁により取扱金額が低い
○ 県漁連が高知市横浜にて直販所を経営

段階的に統廃合を
検討する市場

浦戸

＜状況＞
○ 市場数は８市場
○ 依然としていずれの市場も取扱金額が低い（中央ブロックの取扱金額は453百万円で、全ブロック中最も低い）

＜ブロック全体＞
　○ 統廃合により、市場を８ヶ所に集約（拠点市場：なし、サブ市場：８市場）
　○ 物理的な拠点市場は設けないが、県漁連の販売事業を中心として高知市を
　　ターゲットとした都市近郊型市場を整備

＜安芸～芸西＞
　○ 安芸は、いわししらすに特化した市場とする
　○ 芸西は、安芸以西のいわししらす以外の漁獲物を集めるとともに、手結との
　　市場集約を検討

＜手結～春野町＞
　○ 手結は、しいらの付加価値向上を条件に存続
　○ 赤岡、吉川及び春野町は、機船船びき網に特化した市場として整備
　○ 御畳瀬は、底びき網に特化した市場として整備
　○ 浦戸は、統廃合を実施

＜達成内容＞
○ 浦戸は市場を廃止（機船船びき網は加工業者と相対取
　引、小型底びき網は御畳瀬、沖合底びき網は弘化台へ
　水揚げ）
○ 手結は、しいらの付加価値向上のため加工事業を実施

＜未達成内容＞
○ 都市近郊型市場は未整備
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 ○：５千万円未満

 ◎：５千万円～１億円
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（３）高岡ブロック
① 構想策定当時（平成14年度）の状況 ② 高知県水産物産地市場拠点化計画での構想

③ 現在（平成29年12月31日）の状況

構　想　概　要
拠点市場 須崎
サブ市場 宇佐、興津

○ 市場数は７市場
○ 須崎は、同ブロックの中では単価が比較的高く、須崎市のみならず中土佐町や四万十町からの水揚げも一定
　あるため、取扱金額が突出して高い
○ その他は、総じて取扱金額が低い（矢井賀は冬場のうるめの入札のみで、取扱金額が約４百万円と極めて低い）

段階的に統廃合を
検討する市場

久礼、上ノ加江、矢井賀、志和

＜状況＞
○ 市場数は５市場
○ 依然として須崎の取扱金額が突出して高いが、その他は漁業者の高齢化等に伴い取扱金額が減少
○ 一方、久礼は、久礼漁協所属のかつお一本釣り漁船が県内各地で陸揚げしたかつおを、久礼市場へ陸送している
　ため、取扱金額が増加

＜ブロック全体＞
　○ 統廃合により、市場を３ヶ所に集約（拠点市場：１市場、サブ市場：２市場）

＜宇佐＞
　○ かつおとうるめの水揚げが今後も継続することを前提にサブ市場に位置付ける

＜須崎～志和＞
　○ 須崎を拠点市場とし、久礼～志和の漁獲物を須崎にまとめる

＜興津＞
　○ 主力魚種であるしいらを須崎へ陸送、もしくは直接水揚げすることは困難である
　　ため、サブ市場に位置付ける
　○ 一方で、大型定置の漁獲物は須崎市場へ水揚げ

＜達成内容＞
○ 矢井賀は市場を廃止し、漁獲物を須崎へ陸送

＜未達成内容＞
○ 久礼、上ノ加江及び志和が市場を継続（上ノ加江は
　漁獲物の大部分を須崎へ陸送）
○ 宇佐は市場を継続しているものの、漁業者の高齢化等
　により取扱金額が激減
○ 興津は漁協の解散に伴い、市場を廃止（しいらは佐賀
　へ水揚げ、大型定置は廃業）
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各市場の取扱金額（平成14年度）

 ○：５千万円未満

 ◎：５千万円～１億円

 ●：１億円～３億円

 ▲：３億円～５億円

◆：５億円～10億円
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◆：５億円～10億円

★：拠点市場

○：サブ市場
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※　取扱金額は平成28年度
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（４）幡東ブロック、清水ブロック
① 構想策定当時（平成14年度）の状況 ② 高知県水産物産地市場拠点化計画での構想

③ 現在（平成29年12月31日）の状況

構　想　概　要
拠点市場 佐賀、清水
サブ市場 入野（ただし、漁協による共販）

○ 市場数は14市場（このほか、入野は漁協がアカムツ等を消費地へ出荷、販売する”共販”を実施）
○ 佐賀及び清水は県内でも有数の取扱金額を誇る一方、脆弱な市場も多い
○ 下ノ加江はメジカ、以布利及び窪津は定置漁獲物の水揚げにより、取扱金額が比較的高い

段階的に統廃合を
検討する市場

鈴、伊田、上川口、田野浦、布、下ノ加江、以布利、
窪津、伊佐、三崎、下川口、貝の川

＜状況＞
○ 市場数は８市場（このほか、入野の共販も継続）
○ 佐賀はかつお一本釣り等の漁獲量が減少したこと等により、清水は一本釣り漁業者のサンゴ漁業への転換を
　背景に取扱金額が激減
○ 以布利及び窪津は定置の漁獲量が減少したこと等により取扱金額が減少

＜両ブロック共通＞
　○ 統廃合により、市場を３ヶ所に集約（拠点市場：２市場、サブ市場：１市場）
　○ 将来的な一体化を視野に入れた個々の産地市場間の連携を推進

＜幡東ブロック（佐賀～田野浦）＞
　○ 幡東ブロックの漁獲物を佐賀にまとめる
　○ カツオに特化した産地の形成

＜清水ブロック（布～貝の川）＞
　○ 清水ブロックの漁獲物を清水にまとめる
　○ 清水市場の老朽化や狭隘化に対応
　○ ゴマサバ等の地域水産物のブランド化＜達成内容＞

○ 上川口を廃止し、佐賀に集約
○ 布、三崎、下川口、貝の川及び伊佐を廃止し、清水に
　水揚げを集約
○ 老朽及び狭隘化への対応として清水市場を更新（H25）
○ 清水では、ゴマサバを”清水さば”としてブランド化
　を推進

＜未達成内容＞
○ 鈴、伊田、田野浦、下ノ加江、以布利、窪津の統廃合
　が未実施
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各市場の取扱金額（平成14年度） ○：５千万円未満

 ◎：５千万円～１億円

 ●：１億円～３億円
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★：10億円以上

★：拠点市場
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※　取扱金額は平成28年度
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（５）宿毛湾ブロック
① 構想策定当時（平成14年度）の状況 ② 高知県水産物産地市場拠点化計画（平成17年策定）での構想

③ 現在（平成29年12月31日）の状況

構　想　概　要
拠点市場 田ノ浦
サブ市場 片島

○ 市場数は７市場
○ 片島は中型まき網によるいわし、あじ、さば、きびなごが主力で、取扱金額が突出して高い
○ その他市場は総じて取扱金額が低い
○ 片島を除く６市場を集約すべく、田ノ浦に新市場を整備中

段階的に統廃合を
検討する市場

小才角、大浦、月灘、古満目、柏島、栄喜

＜状況＞
○ 市場数は１市場
○ ６ブロックの中で唯一、ブロック全体の取扱金額がH14から増加

＜ブロック全体＞
　○ 統廃合により、市場を２ヶ所に集約（拠点市場：１市場、サブ市場：１市場）
　○ 新設される田ノ浦市場を拠点市場とする
　○ 片島は引き続き宿毛湾の産地市場流通の一翼を担う市場として機能の充実を図る
　○ 田ノ浦と片島は、市場機能を互いに補完し合う
　○ 田ノ浦と片島の機能分担は、販売事業を取り巻く環境に応じ、弾力的に見直す

＜達成内容＞
○ 片島を除く６市場を田ノ浦へ集約（H17）
○ サブ市場として位置付けられていた片島も廃止して
　田ノ浦へ集約（H24）し、計画以上の統合を達成

＜未達成内容＞
○ 特になし
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※　取扱金額は平成28年度
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２ 将来予測

（１）漁業生産及び漁業経営体数

○ 平成 17 年の本県の漁業生産を 100 とすると、平成 27 年までの 10 年間で、生産量は

23.6 ポイント、生産額は 17.4 ポイント減少

○ 一方、単価は、平成 17 年から 8.1 ポイント増加

○ 平成 25年の漁業経営体数は、平成５年から 1,952 減少しており、このままの傾向で

減少が続くと、平成 35年には 1,500 を切る可能性

○ 生産額、生産量は、このままの状態が続けば、漁業経営体の減少とも相まって、緩や

かに減少していくものと予測

図２ 漁業生産の推移（養殖を除く） 出典：農林水産統計

図３ 漁業経営体数の推移と将来予測 出典：漁業センサス
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